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研究成果の概要：障害者の「リカバリー」概念の整理では、リカバリーは病気の回復を含んで

いるが、それ以上に、人生の回復過程、主体性の回復過程などの意味を含み、病気の回復＝リ

カバリーという医学的な視点における意味とは異なることを明らかにした。アメリカおよび韓

国における「リカバリー」概念に基盤を置いた実践に関する研究では、ストレングスケアマネ

ジメントの研修教材の考察、精神障害者の地域生活支援の実践とその特徴の整理、を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)1980年代以降、障害者のリハビリテーショ
ンの分野では、支援の目標として、これまで
のＡＤＬ（日常生活動作）からＱＯＬ（クオ
リティ・オブ・ライフ、生活・人生の質）へ
の転換が言われてきた。さらに、精神障害者
へのリハビリテーションでは「リカバリー」
という概念が支援の目標として強調されるよ
うになってきた。 
 
(2)「リカバリー」の概念に関しては、普遍化
されている定義はいまのところないが、「リカ
バリー」の方向性としては「希望をもつこと」

がもっとも重要な要因として指摘されている。  
 
(3)この「リカバリー」に関する概念は、北ア
メリカの文化、自立観への価値意識などから
生まれてきたという指摘もあるが、他方、北
アメリカにかかわらず世界的な広がりのある
価値観としてみる意見もある。 
 
(4) 「リカバリー」の概念は、障害者に対す
るケアマネジメントにも大きな影響を与えて
おり、ケアマネジメントが、医療的なアプロ
ーチの強い従来のリハビリテーションモデル
から、障害者自身の希望や潜在的な力を支援

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2007～2008 

課題番号：１９５３０５１７ 

研究課題名（和文） 障害者の「リカバリー」に関する概念整理とケアマネジメントの 

実証的研究 

研究課題名（英文） Analysis of the Concept of Recovery in Care Management for Persons 

with Disabilities 

研究代表者 

小澤 温（OZAWA ATSUSHI） 

東洋大学・ライフデザイン学部・教授 

研究者番号：００２１１８２１ 

  



 

 

していくエンパワメントモデル、ストレング
スモデルに実践的な関心も広まってきている。
その意味で、「リカバリー」の概念は、従来の
保健医療、社会福祉における援助論の視点を、
大きく変える可能性のある概念として位置づ
けることもできる。 
 
２．研究の目的 
(1)近年では、特に、精神保健福祉を中心に、
精神障害者へのケアマネジメントの効果のも
っとも重要な評価視点として、「リカバリー」
に着目されてきている。 
 
(2)「リカバリー」に関しては、さまざまな考
えや定義が提案されているが、これらの考え
や定義を先行研究・文献により、整理をした
ものがほとんどみられていない。 
 
(3)「リカバリー」を促進するケアマネジメン
トのアプローチに関してもさまざまな方法の
紹介がなされているが、どのようなアプロー
チが真に有効であるのかについての理論的、
実証的な検討はほとんどなされていない状況
がみられる。 
 
(4)本研究では、「リカバリー」に関する内外
の先行研究、先行文献を検討しながら、その
概念の整理を試みる。 
 
(5)「リカバリー」を促進するケアマネジメン
トについて、実践を分析することによって、
実践モデルの理論的な整理と実践的な課題の
検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)障害者の支援に関わる分野（リハビリテー
ション、ソーシャルワーク、ケアマネジメン
ト）における「リカバリー」の概念を文献的
に整理し、「エンパワメント」、「セルフヘ
ルプ」などの概念との関係を検討する。 
 
(2)文献的に整理された「リカバリー」の概念
を用いて、「リカバリー」を促進する実践的
なモデル（ストレングス・ケアマネジメント
モデル、クラブハウス活動（セルフヘルプグ
ループ））の分析を行う。（日本、アメリカ、
韓国における実践モデルの比較もあわせて実
施する） 
 
(3)「リカバリー」を促進する実践的なモデル
の分析を通して、その実践モデルの有効性と
課題について整理を行う。また、日本、アメ
リカ、韓国における実践モデルの比較により、
「リカバリー」の概念の普遍性についても検
討を行う。 
 
 

４．研究成果 
(1)「障害者のリカバリー」に関する理論文献
研究として、「DeeganのRecoveryに関する論
文の要点について」、「リカバリー：リハビリ
テーションの生きた経験」、「リカバリーと「働
くこと」の意味」、「わが国における「リカバ
リー」概念の整理」の４つの課題を推進した。
「リカバリー」に関連する調査研究では、「カ
ンザス大学における精神保健福祉の研究動
向」、「韓国における精神保健福祉地域サポー
トシステムの現状について」、「精神障害者の
地域生活行動の実態と病気の回復過程におけ
る生活行動の再構築」、の３つの課題を推進し
た。 
 
(2)「障害者のリカバリー」に関する４つの理
論・文献研究では、Deeganのリカバリー論の
整理、精神保健福祉の歴史を踏まえたリカバ
リーの概念整理、就労支援におけるリカバリ
ーの位置づけ、当事者の語りにおけるリカバ
リー概念の諸相について考察した。これらの
結果から障害者の「リカバリー」概念の整理
では、リカバリーは病気の回復を含んでいる
が、それ以上に、人生の回復過程、主体性の
回復過程などの意味を含み、病気の回復＝リ
カバリーという医学的な視点における意味と
は異なることを明らかにした。 
 
(3)「リカバリー」に関する３つの調査研究で
は、アメリカ・カンサス大学におけるケアマ
ネジメントの研究動向を整理し、リカバリー
に関する実証的な研究のあり方の示唆をえる
ことができた。韓国における精神保健福祉地
域サポートシステムではさまざまなタイプの
支援システムの諸特徴を整理することができ
た。精神障害者の地域行動の実態調査を通し
て、行動の広がりとリカバリーとの関係を分
析することができた。 
 
(4)課題としては障害者のリカバリーの実態
の解明に留まり、リカバリーを促進するケア
マネジメント実践との関係に関しての分析が
弱かった点である。今後は、さらに、これら
の研究成果をふまえて、これまでのケアマネ
ジメント理論の整理分析を進めていく必要が
ある。 
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